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当 該 年 度 工 事

実 施 済 工 事

次年度以降工事

S=1/150一般平面図（計画）

号

番
A1：1/150　A3：1/300

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市

１

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

西海中部浄水場

一般平面図（計画）

令和 ８ 年度

既設Bor R3

Bor No.1

Bor No.2

Bor No.4

A.1

A.3

緩速ろ過池（４池）

管理室
送水ポンプ室

自家発電機室

FH=+138.40

FH=+141.10

<既設>

<既設>

<既設>

ろ過調整池上屋

<既設>

ろ過調整池上屋

<既設>

緩速ろ過池（２池新設）

薬注棟

前処理ろ過設備

浄水池・送水ポンプ室

起　工
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②

A.1

A.3

起　工

号

番

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

西海中部浄水場

一般平面図（現況）

A1：1/150　A3：1/300

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市
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縮   尺

図面名称

工事名称

年   度 令和 ８ 年度

A1：1/100　A3：1/200

西海中部浄水場　ボーリング位置図

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

位置図
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西海中部浄水場　土質柱状図（１）

A1：1/100　A3：1/200

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市

４

令和 ８ 年度

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

起　工



▽GL(+141.10)

△前処理ろ過施設基礎(+140.4) △前処理ろ過施設基礎(+140.4)
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A1：1/100　A3：1/200
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番

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺 ５

西海中部浄水場　土質柱状図（２）

令和 ８ 年度

長 崎 県 西 海 市

起　工

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）
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足掛金物

ポーラス版支持台

集水ポーラス版

落とし込み取手

SUS製かぶせ蓋
開口寸法600×600×2

緩速ろ過池平面図 S=1/50

号

番

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

西海中部浄水場

緩速ろ過池平面図

A1：1/50　A3：1/100

令和 ８ 年度

長 崎 県 西 海 市

縮   尺

図面名称

工事名称

年   度

６

起　工
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Ａ－Ａ平面図 Ｂ－Ｂ平面図

Ｃ－Ｃ平面図

ポーラス版支持台
（別途工事）

集水ポーラス版
（別途工事）

防水モルタルt=20mm

均しコンクリート
18-8-40

基礎砕石RC-40

防水モルタルt=20mm

防水モルタルt=20mm

防水モルタルt=20mm

防水モルタルt=20mm

防水モルタルt=20mm

均しコンクリート
18-8-40

基礎砕石RC-40
均しコンクリート
18-8-40

基礎砕石RC-40

均しコンクリート
18-8-40

基礎砕石RC-40

足掛金物

落とし込み取手

足掛金物

緩速ろ過池断面図 S=1/50

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

号

番

西海中部浄水場

緩速ろ過池断面図

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市

A1：1/50　A3：1/100 ７

起　工



落とし込み取手詳細図
A3：1／ 10
A1：1／  5

A1：1／ 15
A3：1／ 30

PL-3. 0t

 ナット M20

 ナット M16 ワッシャー付

 RB-φ6 L=50

 φ27.2×2.0t
ナット M16 ワッシャー付 

ナット M20 

RB-φ6 L=50 
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 スライド板　PL-4.0t

 φ48.6×3.0ｔ
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※使用鋼材は、全てSUS304とする。
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＜ 注 　 記 ＞

※ 使 用 鋼 材 は 、 全 て SU S 3 0 4と す る 。
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 施錠金具 SPA01型

 ヒンジ SJ1S型
 ※片側のみストッパー機能付

 M10×60L
 オールアンカー
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＜ 注 　 記 ＞

※ 使 用 鋼 材 は 、 全 て SU S 3 0 4と す る 。

取手 RB-φ9 #400 

パンチングメタル 

施錠金具　SPA01型 

オールアンカー 
M10×60L 

 コの字ゴムパッキン

 PL-3.0t #400

 PL-3.0t #400 PL-3.0t #400 
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” Ａ ” 部詳細図 ” B” 部詳細図

ヒンジ SJ1S型

A3： 1/10
A1： 1/ 5

A3： 1/10
A1： 1/ 5

足掛金物（ステンレス製）詳細図 A1：1／  5
A3：1／ 10

振れ止め金具（ステンレス製）詳細図 A1：1／  6
A3：1／ 12

SUS製かぶせ蓋

推進工事（土木２工区）

号

番

西海中部浄水場

緩速ろ過池　部分詳細図

西海中部・東部地区水道施設再編

年   度

工事名称

図面名称
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下部平面図
推進工事（土木２工区）

緩速ろ過池埋込管・池内配管図（1）S=1/50

図面名称

縮   尺
号

番

西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

緩速ろ過池埋込管・池内配管図（1）

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市

A1：1/50　A3：1/100 ９

起　工
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DCIP-F ラッパ口 φ150　7.5K

DCIP-F 曲管 φ150×90°7.5K

パドル付き片フランジ管φ150×1.030m

GX形挿し口加工　7.5K

DCIP-F ラッパ口 φ150　7.5K

DCIP-F 曲管 φ150×90°7.5K

パドル付き片フランジ管φ150×1.000m

GX形挿し口加工　7.5K

パドル付きフランジ管φ100×0.600m　7.5Kフランジ形ソフトシール仕切弁 φ100

DCIP-F ラッパ口 φ100　7.5K DCIP-F ラッパ口 φ100　7.5K

開閉台 φ100用 スピンドルSUS製

設置面～管中心まで　3.15m　

開閉台 φ150用 スピンドルSUS製

設置面～管中心まで　2.925m　

DCIP-F ラッパ口 φ150　7.5Kパドル付き片フランジ管φ150×1.000m

GX形挿し口加工　7.5K

DCIP-F ラッパ口 φ150　7.5K

フランジ形ソフトシール仕切弁 φ150

GX形挿し口加工　7.5K

パドル付き片フランジ管φ150×1.000m

DCIP-F ラッパ口 φ100　7.5K 振止金具 SUS304

DCIP-F 乱尺管 φ100×1.913m　7.5K

DCIP-F 曲管 φ100×90°7.5K

パドル付き片フランジ管φ100×0.800m 7.5K

設置面～管中心まで　2.70m　

開閉台 φ100用 スピンドルSUS製

フランジ形ソフトシール仕切弁 φ100DCIP-F ラッパ口 φ100　7.5K

パドル付き片フランジ管φ100×0.800m 7.5K

設置面～管中心まで　3.15m　

開閉台 φ150用 スピンドルSUS製

DCIP-F ラッパ口 φ150　7.5K フランジ形ソフトシール仕切弁 φ150

パドル付き片フランジ管φ150×0.800m

フランジ形ソフトシール仕切弁 φ100

パドル付き片フランジ管φ100×0.800m

DCIP-F ラッパ口 φ100　7.5K

設置面～管中心まで　3.15m　

開閉台 φ100用 スピンドルSUS製

7.5K

流出管①断面図 流出管②断面図 越流管断面図

流入管①断面図 流入管②断面図 連絡管断面図

ドレン管②断面図 ドレン管③断面図ドレン管①断面図

号

番

西海中部浄水場

緩速ろ過池埋込管・池内配管図（2）

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

緩速ろ過池埋込管・池内配管図（2）S=1/50

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

令和 ８ 年度

長 崎 県 西 海 市

A1：1/50　A3：1/100 10
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節 項     目 特  記  事  項 節 項     目 特  記  事  項 節 項     目 特  記  事  項 節 項     目 特  記  事  項

配管・配線系統を打ち合せ、位置・寸法及び方向を検討し、施工図を

速やかに監督員に提出し、承諾を受ける。

Ｌ

Ｄ
１

Ｔ/２

Ｄ
２

Ｔ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

ａ）フランジ穴取付け位置は、下表による。

管
・ 
鋼
管

ス
テ
ン

ス
レ

θ

水

平

線

１．適 用 基 準

施 工 図 等２．

３．フランジ穴の

取付け位置

分      類

形   状記号

鉄筋コンクリ－ト立ち上り基礎Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４

無筋コンクリ－ト部分等の基礎

［Ｂ１］

［Ｂ２］

鉄筋コンクリ－ト床

鉄筋コンクリ－ト床

無筋コンクリ－ト床等

防水押えコンクリ－ト

［Ｂ３］

［Ｂ４］

３．発生材の処理

２． リスト記入

方　　　法

ａ）符号は　１．一般事項　４．符号による。

ｂ）形状寸法

１）貫通孔については、形状寸法を記入する。

３）基礎については、形状寸法及び仕上り面よりの立ち上り高さを

（例）　Ｓ１－　　Ｐ１－Ｆ1　　－Ｂ１

ｄ）床・壁の区分

１）壁部分は壁に〇印を、床部分の場合は床に〇印を記入する。

埋

込

管

３．

４．

４．

そ

の

他

５．

１）壁部分の位置・・・平面は、最寄り通り芯よりの寸法を記入し

１．

一

般

事

項

埋込管の形式 ａ）鋳鉄管のパドル付規格管を使用する場合

ｂ）規格外のパドル付短管を使用する場合

１． ａ）基礎の分類は下記による

基礎の分類

土木・建築で差し筋のみを施す場合

防水層部分の立ち上り基礎

１
５

０

１．

（例）４００φ　　３００×５００

２）埋込管については、形状寸法を記入する。

（例）４００φ　×　８００

（例）５００×４００×１００

ｃ）材料－形式は－印の前に材料を、後に形式を記入する。

ｅ）位置の表示は、下記による。

貫通孔、埋込管　及び　機器基礎仕様書

工事特記仕様書による。

礎

機

器

基

及び無筋コンクリ－ト厚さを記入する。

記入する。又、Ｂ４無筋コンクリ－トを抜く場合は、形状寸法

礎

機

器

基

ａ）次期発注の外壁・床版貫通孔及び仮補強筋は、下記による。

壁　部 床版部

Ｔ／２Ｔ／２

Ｔ

Ｂ

仮補強筋 Ｔ

Ｂ

上部

下部

仮補強筋

ａ）埋込管に用いる材料は、下記のものとする。

記号 Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４ Ｐ５

ｂ）埋込管の材質については、下記による。

埋込管の材料

ｃ）埋込管の塗装は、「機械設備工事一般仕様書」の定めに準拠する。

２．次期工事の

貫通孔処理

１．材料、材質３．

埋

込

管

内側外側

記号 Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４

１．材料、材質 ａ）貫通孔に用いる材料は下記による。

貫

通

孔

２．

但し、耐震壁は図示による。

１）壁開口補強は、４．２による。　　・Ａ形　※Ｂ形

ａ）貫通孔、埋込管は、寸法・位置に充分注意して堅固に取り付ける

ｂ）埋込管を水槽・外壁に取付ける場合は、漏水のないように、充分

考慮し施工する。

５．

６．

７．

開 口 補 強

工     法

特 記 事 項

ａ）開口補強方法については、標準仕様書別図各部配筋による。

２）床版開口部補強は、５．３による。

３）梁貫通孔の補強は特記による。特記がなければ、７．１により、

各設備に用いる符号は下記とする。

（例） ＡＭ ・ Ｓ － １

貫通孔の形状の符号
通し番号

４．符     号

Ｓ・・・・貫通孔

Ｂ・・・・基礎
Ｐ・・・・埋込管

ＡＭ・・・建築機械設備

各設備の符号

ＡＥ・・・建築電気設備

ＰＭ・・・プラント機械設備

ＰＥ・・・プラント電気設備

配筋種別は特記による。

Ｌ

Ｌ

Ｂ 壁部 床版部

１５００未満 Ｄ１３－２００＠シングル構造体配筋に同じ

　　　コンクリート強度 ： 構造体強度に同じ

　　　▽ ： シーリング（１０×１０）

鋳

管

鉄

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

令和4年版」（以下、「標準仕様書」という） 

Ｔ
/2

Ｔ
/
2

２
Ｌ

２

２ Ｌ２

Ｄ
１

Ｄ
２

Ｔ

Ｌ

Ｔ Ｔ

Ｄ
１

Ｄ
２

Ｄ
１

Ｄ
２

Ｔ

Ｄ
１

Ｄ
２

Ｔ

Ｄ
１

Ｄ
２

Ｔ/２ Ｔ/２Ｔ/２

Ｔ/２Ｔ/２ Ｔ/２Ｔ/２

Ｔ/２Ｔ/２ Ｔ/２Ｔ/２

Ｓ５ Ｓ６

符     号 形  状  寸  法 壁 床 用   途 材料－形式 位       置

貫通孔、埋込管　及び　機器基礎リスト

・ ・ 

・ ・ C P 1 流入管 図示･    -

･    - ×

×

－

－φ150 P3 F31030L

C P 2 流入管 図示φ150 P3 F31000L

・ ・ ･    - × －C P 3 連絡管 図示φ100 P3 F4600L

・ ・ ･    - × －C P 4 流出管 図示φ150 P3 F31000L

Ｃ　・・・土木

・ ・ ･    - × －C P 5 流出管 図示φ150 P3 F31000L

・ ・ ･    - × －C P 6 図示φ150 P3 F31000L

・ ・ ･    - × －C P 7 図示φ150 P3 F31000L

・ ・ ･    - × －C P 8 図示φ150 P3 F31000L

・ ・ ･    - × －C P 9 ドレン管 図示φ100 P3 F3800L

・ ・ ･    - × －C P 10 図示P3 F3

・ ・ ･    - × －C P 11 図示P3 F3

・ ・ ･    - × －C P 12 図示P3 F3

・ ・ ･    - × －C P 13 図示P3 F3

・ ・ ･    - × －C P 14 図示P3 F3

・ ・ ･    - × －C P 15 図示P3 F3

流出管

流出管

流出管

ドレン管φ100 800L

ドレン管φ100 800L

ドレン管φ100 800L

ドレン管φ150 800L

越流管φ100 800L

越流管φ100 800L

番

号

西海中部浄水場

緩速ろ過池貫通孔・埋込管及び機器基礎仕様書

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

ａ）・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は※印のあるも

のを適用する。又、・ 印と ※ 印のある場合は共に適用する。

２）鋼　管・・・・JIS G  ※3452(SGP)　※3442(SGPW)

３）鋳鉄管・・・・※JSWAS G-1 ・JIS G 5526

b ）土圧・水圧等を受ける場合は、Ｂ-０４-１を標準とし、その仕様は特記による。

４）塩ビ管・・・・JIS K 6741　※VP ・VU

５）亜鉛鉄管・・・JIS G 3302　※4㎜以上 ・6㎜以上

材料 鋼   管 鋳 鉄 管 塩 ビ 管 亜鉛鉄管ステンレス管

材料 鋼管 硬質塩ビ管 溶融亜鉛めっき鋼板 つば付鋼板 紙チューブ 木枠

１）ステンレス管・・・JIS G 3459　0.98Mpa

（ＳＵＳ３０４）鋼管差し込み溶接フランジ規格

※ C-1　sch 20S

・ C-2　sch 40

（鋳鉄管：JIS 7.5K、ステンレス管・鋼管：JIS 10Kの場合）

［Ｆ３］ ［Ｆ４］

［Ｆ６］［Ｆ５］

［Ｆ１］ ［Ｆ２]

垂 直 線

φ１０００～１１００

φ８００～９００

φ６００～７００

φ４００～５００

φ３００～３５０

φ２００～２５０

φ１５０

φ７５～１００

１０～６５Ａ

８０～１５０Ａ

２００～２５０Ａ

３００～４００Ａ

４５０～５５０Ａ

６００～７５０Ａ

８００～１０００Ａ

１２００Ａ

４５゜

３０゜

２２．５°

１８゜

１５゜

１１．２５°

　９゜

　７．５°

４５゜

２２．５°

１５゜

１１．２５°

　９゜

　７．５°

　６．４２°

　５．６２５°

口　径 θ ボルトの呼び径

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ３０

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ３０

Ｍ３６

φ７５～２００

φ２５０～３００

φ３５０～４００

φ４５０～６００

φ７００～１１００

１０～２０Ａ

２５～１００Ａ

１２５～２００Ａ

２５０～３５０Ａ

４００～５００Ａ

５５０～９００Ａ

１０００～１２００Ａ

４

６

８

１０

１２

１６

２０

２４

４

８

１２

１６

２０

２４

２８

３２

ボルト数

Ｄ１３＠２００(ＳＤ２９５) Ｌ＝７００

３）位置の表示は、それぞれの施工芯表示とする。

２）床部分の位置表示は、最寄り通り芯よりの寸法を記入する。

（例）　Ａ → Ｂ ２４００　　　③ → ② ８００　

（例）　② → ① ８００　　　〇 → 〇 ＋８５００　

ｇ）備考には、施工部位、工事区分、その他特記すべき事項を記入する。

ｈ）その他

　　１）埋込管にフランジ蓋を設ける場合は、備考欄に特記する。

　　２）埋込管にフランジ規格の呼び圧力は次の場合を示す。

　　　　　　鋳鉄管 ： ＪＩＳ　７．５Ｋ

　　　　　　ステンレス管・鋼管 ： ＪＩＳ　１０Ｋ

　　　　上記以外は特記する。

　　３）貫通孔に仮壁を設ける場合は備考欄に特記する。

　　４) 将来使用する開口については、仮壁、仮蓋等を施すものとし、

　　　　備考欄に特記する。

ｆ ）用途には配管系統（汚水管、脱臭ダクト等）等を記入する。　

高さは、基準面（　※ ＴＰ　・ ＹＰ　・ ＡＰ　）より高さ
表示とする。

Ｌ          W

Ｌ

W          L           H

備     考

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市
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下部平面図
推進工事（土木２工区）

号

番

西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

緩速ろ過池貫通孔・埋込管及び機器基礎図

長 崎 県 西 海 市

年   度 令和 ８ 年度

工事名称

図面名称
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１．１　適用範囲

１．３　コンクリートの仕様　

１．４　砕石基礎工及び均しコンクリート工

砕石基礎工及び均しコンクリートは１．３表による。　

１．２表　コンクリートの仕様

コンクリートは１．２表による。　

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに

　　 相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

（１）本構造細目共通図は、水道施設における土木構造物に適用する。

種　別 径

鉄筋の種類及び継手は１．１表による。　

Ｌ

５．２　隣り合う継手の位置

鉄筋の種類 鉄 筋 径

鉄 筋 径鉄筋の種類

５．１図　フックのある場合の定着及び継手要領

５．１．２　継手の特記事項

Ｓ

設計基準

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける｡

（２）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（３）継手は相互にずらすことを原則とする。

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ずらす距離（Ｌ）は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（４） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

Ｓ
継
手
長

継
手
長

Ｌ

Ｓ

Ｌ

４．１　かぶり厚さ

４．２　最小かぶり厚さ

４．３　鉄筋相互のあき

５．１　鉄筋の継手及び定着

環　境 部 位

・ 塩害対策地域の施工の場合

部位
環境

（注）梁：大梁、小梁、基礎梁、片持梁をいう。

対策区分

７０

－

７０

－

柱・壁

７０

７０５０

７０

Ⅱ,Ⅲ

Ⅰ・ 

・ 
大気中

水中・土中等

水中・土中等

大気中

大気中

水中・土中等 ５０

５０ ５０

７０

－

７０

柱・壁

５．１．１　継手長及び定着長の基本

（１）鉄筋の重ね継手長さは５．１表、定着の長さは、５．２表による。

４．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ（mm）

２．１　用語の定義

２．２　一般注意事項

部材厚さ（Ｂ）

応力を分散させる目的で、通常、主鉄筋に対して直角（スラブ、壁部材の場合）

せん断力に抵抗するように配置される主鉄筋を拘束する鉄筋

はりの水平用心鉄筋、スラブ、壁の主鉄筋

に配置される鉄筋

あるいは配力鉄筋の厚み方向の間隔を確保するための鉄筋

各種限界状態を満足させるために計算し、配置される鉄筋

幅 止 め 鉄筋

配 力 鉄 筋

主　鉄　筋

用　　語 説　　　明

せ ん 断
補 強 鉄 筋

２．１表　用語の定義

かぶり厚さ

躯体面

増打

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

４．１図　鉄筋のかぶり厚さ

５．２．１　鉄筋の重ね継手

５．１表　鉄筋の重ね継手長さ

1）コンクリート標準示方書・施工編

2）コンクリート標準示方書・設計編

土木学会

土木学会

（2017年版　）

（2017年版　）

本構造細目共通図中で使用する用語の定義は、２．１表のとおりとする。 かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋を除く）の外面から躯体面までの距離

（４．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚に許容施工誤差

１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

最小かぶり厚さは、４．１表による。

床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、均しコンクリートの

厚さを含まない。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１表及び３．２表を標準とする。

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

ｄ

ｄ

（馬筋）

位　置 使 用 箇 所

定着末端部

梁

幅止め鉄筋

壁

中間部

末端部

折曲げ鉄筋

３．１表　鉄筋曲げ加工（１）

折曲げ図及び
折曲げ後の余長

床版

底版

４
ｄ
以
上

４
ｄ

以
上

１３５°

９０°

Ｄｄ

４ｄ以上かつ６０mm以上

ｄ

Ｄ

６ｄ以上かつ６０mm以上

ｄ

ｄ

Ｄ Ｄ

１００mm

ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

ｄ

直交方向に９０°

θ

Ｄ

位　置

一般階

使 用 箇 所

最上階

曲げ内法

直径

曲げ

角度
折曲げ図

３．２表　鉄筋曲げ加工（２）

１
０
０
m
m

１
２
ｄ
以
上

（３）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

　　　適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

※ ＳＤ３４５

・  ＳＤ３９０

・  ＳＤ４９０

※ Ｄ１３以上

・ 

重ね継手 下記以外

鉄筋の種類

ガス圧接

※ Ｄ１９以上の柱、梁主鉄筋

・  Ｄ１６以上の増設端の床・壁鉄筋

・ 

・ 図面による機械式継手

鉄筋の継手

※ ２４

・ 

※ １２

・ 

分　類 セメントの種類

・ ・ 

※１８

注１：無筋コンクリートには均しコンクリートを含む。

１．１表　鉄筋の種類及び継手

種　　別 厚　さ （mm）

※　２００

・　

※　１００

１．３表　砕石基礎工及び均しコンクリート工の仕様

１．２　鉄筋の仕様及び継手

（１）粗骨材の最大寸法の ４/３ 倍

（２）最小のあき２０mm

なお、柱部材を設ける場合は、構造細目共通図（複合構造物）（２）を参照すること。

間隔

ａ
あき

異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

４．２図　鉄筋のあき

Ｄ Ｄ

鉄筋相互のあき（ａ）は、下記（１）,（２）,（３）の最大値以上とする。

（３）異形鉄筋の直径（呼び名）

構 造 細 目 共 通 図（土木構造物）

１　　特記事項

２　　共通事項 ４　　鉄筋のかぶり及び間隔

３　　鉄筋の折曲げ加工

５　　鉄筋の継手及び定着

５．２表　鉄筋の定着の長さ

通常の施工の場合※

＜ 令和4年版 ＞

1

2

1

2

1

設計基準
ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

Ｄ

設計基準

Ｓ
1

※本図面は（一社）全国上下水道コンサルタント協会が著作権を有するものである。

  使用にあたっては、上記協会への使用願いの提出と、配布番号の記載が必要である。

  枠外右下の【協会員番号】と【配布番号】の記載が無い図面は無効とする。

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

コンクリート種別

※ 普通コンクリート

・

※ 普通コンクリート

・

強　  度
(Ｎ/mm  )2

・ ３０

※ 高炉セメントＢ

・ 

※ 高炉セメントＢ

・ 

・ 普通ポルトランドセメント

・ 低熱ポルトランドセメント

・ 普通ポルトランドセメント

スランプ

（cm）

砂利または砕石

均しコンクリート

設計図は、監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。変更の必要を生じた場合

は、監督職員と協議すること。

スターラップ、

帯鉄筋、

フープ筋　等

曲げ
角度

１８０°

１３５°

　９０°

　９０°

１３５°

　９０°

曲げ内法
直径

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

１０ｄ以上

　９０°

θ＜９０°

２０ｄ以上

５ｄ以上

　９０°

　９０°

ラーメン隅角部

２：杭基礎の底版・フーチング下端筋のかぶり厚さは、７.杭基礎の補強を参照する。

１：部位により最小かぶり厚さの判断が困難な場合は、監督職員の指示を得る。

床版・スラブ・梁

床版・スラブ・梁

底版・フーチング

底版・フーチング

　　①本表の適用は、鉄筋種類ＳＤ３４５、鉄筋径Ｄ１３～Ｄ３２とする。

　　②定着長は折曲げ加工後の直線部分で確保する。

　　③壁、床版、底版の主鉄筋の中心間隔が１００mm未満の場合は、別途図

　　　示による。

ＳＤ３４５

Ｄ１６以下

Ｄ１９
～Ｄ２２

Ｄ２５以上

２４以上
２７未満
（Ｎ/mm  )2

鉄筋中心間隔２００mm以上 １００mm以上２００mm未満
 強　度

４０・ｄ

４５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ

３５・ｄ

３０・ｄ

６５・ｄ

６０・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ

５０・ｄ

５５・ｄ

フックなし フックあり フックなし フックあり

Ｓ  :重ね継手長

ＳＤ３４５

Ｄ１６以下

Ｄ２５以上

～Ｄ２２
Ｄ１９

 強　度

２４以上
２７未満

（Ｎ/mm  )2

４０・ｄ

５０・ｄ

６０・ｄ

３０・ｄ

４０・ｄ

５０・ｄ

フックなし フックあり

Ｓ  :定着長

（２） 異なる径の鉄筋をガス圧接する場合、鉄筋径の差が５mmを超える圧接をしては

　　　 ならない。

（３） 前記（１）を確保できない場合は、監督職員の承諾を得て、ガス圧接継手

　　　又は機械式継手工法を採用することができる。

（４）フックのある場合の継手長及び定着長には、５．１図に示すようにフック

　　　部分Ｌを含まない。

Ｌ≧２５ｄ

(ｄ：太い方の鉄筋径)

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を交互に

　 を交互とすることをそれぞれ示す。

　 すること、並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に重ね継手位置

ＡＷＳＣＪ（第５版）－０００－００５

あばら筋、帯筋

スパイラル筋

５．２図　重ね継手工法

工事名称

西海中部浄水場

号

番

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

緩速ろ過池　構造細目共通図（土木構造物）（１）

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

長 崎 県 西 海 市

13縮   尺 A1：-　   A3：-

起　工

※ 　８



６．２　床

６．２．２ 床版開口部の補強

（１）同一床版に段差がある場合、６．６図の補強を行う。

６．２．１ 段差床版の補強

６．１　壁

６．１．１ 一般事項

６．１．２ 壁開口部の補強

（１）壁の鉄筋の継手及び定着は、５．１項及び５．２項に基づくものとする。

（２）幅止め鉄筋の鉄筋径及び間隔は、図面による。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部

　　 を避けて配筋出来る場合は、補強鉄筋を省略することができる。

６．１．３ 壁と壁の交差部及び端部

（１）壁と壁の交差部の鉄筋加工要領は、６．２図による。

（２）壁の端部の鉄筋加工要領は、６．３図による。

６．２図 壁と壁の交差部配筋要領図　(平面)

鉛直方向鉄筋
水平方向鉄筋

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

５．３図　ガス圧接継手工法及び機械式継手工法

１５０mm以上

つなぎ鉄筋

Ｄ＝５ｄ

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

１０ｄ以上かつ

６．３図 壁の端部配筋要領図　(平面)

６．１．４ 壁と床版・底版の交差部

（１）壁と床版の交差部は、６．４図及び６．５図による。

Ｓ
Ｄ１３

水平方向鉄筋水平方向鉄筋

Ｌ ＬＳ ＳＳＳ

Ｌ

杭芯杭芯

６．４図 壁と床版・底版の交差部配筋要領図　(断面)

Ｓ Ｓ

Ｃ部

Ｄ部

Ｂ部

Ａ部 Ｅ部

Ｌ≧２５ｄ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｓ ＬＳ ＳＳ
Ｌ≧２５ｄ

Ｌ

Ｌ≧２５ｄ

鉄筋径は

水平方向鉄筋

図面による

１００

（２）Ｂ部詳細図

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ Ｄ＝５ｄ

※配筋要領は杭あり、杭なしとも同一

杭芯

Ｃ１．杭あり

Ｄ＝２０ｄ

Ｄ＝５ｄ

水平方向鉄筋

Ｃ２．杭なし

Ｓ Ｓ

６．２．３ 吊りフックが取り付く場合の補強

５Ｈ

Ｈ≦７０

４－Ｄ※

７０＜Ｈ

Ｈ

Ｓ

３５０

６－Ｄ※

Ｓ

吊りフック

※２

※１

※２

Ｓ Ｓ

Ｌ′

凡例

・Ｓ  ,Ｓ  ：　５．１表のとおりであり、折曲げ加工後の直線長で確保する長さ

・Ｄ：鉄筋の曲げ内法直径

・ｄ：鉄筋直径（呼び名）

Ｌ≧２５ｄ

Ｌ≧２５ｄ

Ｌ

Ｌ≧２５ｄ

Ｌ≧２５ｄ

以上
１２ｄ

Ｓ

Ｄ＝５ｄＤ＝５ｄ

Ｄ＝
５ｄ

１０ｄ以上かつ
１５０mm以上

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝２０ｄ

１００

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝２０ｄ

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ
Ｄ＝５ｄ Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ Ｄ＝５ｄ

Ｌ≧２５ｄ

Ｓ Ｓ

杭芯Ｓ１００

１００

１００

１００

６．６図　同一床版に段差がある場合の補強要領図（断面）

６．７図　床版開口部の補強要領図（平面）

注１：重ね継手は、応力の小さい位置とする。

Ａ３．ハンチあり、定着あり

（１）Ａ部詳細図

Ａ２．ハンチあり、定着なしＡ１．ハンチなし

（４）Ｄ部詳細図 （５）Ｅ部詳細図

（３） Ｃ部詳細図

※：鉄筋径は、図面による。

Ｌ′：フック埋め込み長さ

※１：補強鉄筋は、図面による

※２：部材寸法は、図面による

※：つなぎ鉄筋径及び本数は、図面による。

６　　配筋要領

Ｌp

Ｌ≧２５ｄ

2 2

2

2

1 1 1 1

1

1

1

1

1 1 1 1

1

1

1

1

1 1

1 1

2

2

2

2 2

1

2

2

2 2

Ｓ2

Ｓ2
Ｄ＝
５ｄ

Ｄ＝
５ｄ

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

Ｌ≧２５ｄ

Ｓ2

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝２０ｄ

Ｄ＝５ｄＳ2

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ

Ｓ2

Ｓ2
Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ Ｄ＝５ｄ

Ｄ＝５ｄ
Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2 Ｓ2

2

Ｈ
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鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は土木学会「鉄筋定着・継手指針[2020年版]」

(土木学会)による。機械式継手は、ねじふし鉄筋継手工法とする。また、ねじふし

鉄筋継手工法以外の機械式継手を採用する場合は、監督職員の承諾を得ること。

５．２．２ 鉄筋のガス圧接および機械式継手

（１）同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２）ガス圧接の場合のずらす距離(Ｌ)は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（３）機械式継手のずらす距離(Ｌ)は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（４）機械式継手をイモ継ぎ部に使用する場合は、継手性能はＳＡ級かつ継手信頼度

をⅠ種とする。

Ｌ Ｌ ≧ ２５ｄ(ｄ：太い方の鉄筋径)

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強鉄筋の長さ及び位置は、６．１図を
標準とする。

６．１図　壁開口部の補強要領

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

※：鉄筋径及び本数は、図面による

2

2

2

2

注１：Ａ部以外においてハンチを設ける場合は、ハンチ筋についてＡ部に準じた配筋とする。

注２：ハンチを設ける場合の配筋は、図面に指示がない場合はＡ２を、図面に指示がある場合

はＡ３を適用する。

注３：Ｃ部の杭なしの場合、及びＤ部において、底版上端筋の曲げ定着は下方に取ることを原

2則とするが、部材厚等の関係で直線状にＳ 定着長が確保できない場合は、上方に取るこ

とでよいものとする。

６．５図 壁と床版・底版の交差部配筋詳細図　(断面)

ｐ注４：Ｌ  は、場所打杭・打ち込み杭・埋め込み杭は１．０Ｄ（Ｄは杭径）以上とする。

Ｓ

Ｓ

※

本

Ｓ

Ｓ

※：鉄筋径は、図面による

2

2

2

2

2ｎ

（    /2）本2ｎ 

（    /2）本1ｎ 

本1ｎ

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配

　　 筋できる場合は、補強鉄筋を省略することができる。

６．８図　吊りフック取り付け部補強要領図（断面）

（１）床版開口部の補強は開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅

　　 角部には斜め方向に主鉄筋径以上の鉄筋を上下筋の内側に配筋する。

（６．７図）

号

番

西海中部浄水場

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

緩速ろ過池　構造細目共通図（土木構造物）（２）

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市
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７．１図　ＰＨＣ杭の杭頭補強

（５）杭体内補強鉄筋は必要に応じ配置する。

（２）鉄筋種別、径・本数は、図面による。

（１）壁のせん断補強要領は、６．１０図及び６．１１図による。

６．３．２　壁

（１）底版・床版のせん断補強要領は６．９図及び６．１１図による。

６．３．１　底版・床版

７．３図　場所打ち杭の杭頭補強

７．１　一般事項

６．４　柱及び梁

６．３　せん断補強鉄筋

せん断補強鉄筋

Ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ

ｄ

せん断補強鉄筋

７．６図　杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合の杭頭補強

８．１　増設予定端の配筋

（１）増設端鉄筋の継手工法は、Ｄ１６以上をガス圧接、Ｄ１３を重ね継手とすることを原則 

７．５図　鋼管ソイルセメント杭の杭頭補強

７．４図　ＳＣ杭の杭頭補強

７．２図　鋼管杭の杭頭補強

ずれ止め厚さ

９

１２

１６

※材質はＳＳ４００

杭　径　　（Ｄp） 

７．１表　杭体内外ずれ止めプレートの肉厚

（４）杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合は、７．６図による。

Ｄ

６．９図　底版・床版せん断補強要領図（断面）

（１）補強鉄筋にＳＤ３９０またはＳＤ４９０を用いる場合、中詰めコンクリート及び補強鉄筋

　　 ＳＤ４９０では４１ｄ以上とする。

１２ｄ以上

１２ｄ以上

１２ｄ以上

１００

１００

６ｄかつ６０mm以上
６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

基礎底版鉄筋

※１

１００

※２

組立鉄筋

中詰め

コンクリート

補強鉄筋（ｄ）

Ｄ１３－１５０＠

帯鉄筋

ずれ止め

基礎底版鉄筋

１００

１００

帯鉄筋

１００

１００

Ｄ１３以上、間隔１５０＠以下

基礎底版鉄筋

主鉄筋径ｄ

１００

１００

帯鉄筋

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

中詰め補強鉄筋（ｄ）

基礎底版主鉄筋

帯鉄筋

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

かつ杭体内補強鉄筋径以上 中詰め

コンクリート

※１

１００

※２

補強鉄筋（ｄ）

Ｄ１３－１５０＠

帯鉄筋

ずれ止め

基礎底版鉄筋

中詰めコンクリート

１００

１００

組立鉄筋

ソイルセメント

補強鉄筋

中詰め

コンクリート

基礎底版鉄筋

基礎上端鉄筋

１２ｄ以上

１００

１００

６．１０図　壁せん断補強要領図（断面）

６．１１図　せん断補強鉄筋加工要領図（断面）

　　 とし、８．１図のａ）、ｂ）による。部材寸法及び鉄筋の径と間隔は図面による。

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

中詰めコンクリート

中詰め補強鉄筋

基礎下面

杭体内補強鉄筋

ＰＣ鋼材

杭体内補強鉄筋

柱及び梁を設ける場合の配筋要領は、図面による。

増設端

：保護コンクリート

主鉄筋又は配力鉄筋

５０

Ｌ

５０ｄ以上

Ｂ

５０

５０ｄ×２

鉄筋種別

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

補強鉄筋の曲げ

内法直径　Ｄ

５．０ｄ

６．０ｄ

７．０ｄ

７　　杭基礎の補強

８　　増設予定端

※鉄筋径は図面による。

※機械式継手は、Ｄ１３以上を対象とする。

※１：ずれ止めの大きさは、７．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

※１：ずれ止めの大きさは、７．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

Ｄ＝５ｄ

Ｄ：曲げ内法直径

ｄ：せん断補強鉄筋直径（呼び名）

ａ） ガス圧接継手の場合 ｂ） 重ね継手の場合

※増設時に鉄筋を曲げ戻す

※奥行き方向は、５．２図による

Ｄp＜８００

８００≦Ｄp＜１２００

１２００≦Ｄp＜１５００

杭頭処理形態

カットオフする場合

カットオフしない場合

鉄筋

コンクリート

鉄筋

コンクリート

Ｔｙｐｅ　Ｂ

Ｌs≧５０φ＋Ｌ0＋１０ｄ

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつ５０φ＋Ｌ0＋１０ｄ＋（かぶり１００）

Ｌs≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつＬ0＋１０ｄ＋（かぶり１００）

注１．φは、ＰＣ鋼材径とする。

※鉄筋径及び間隔は、図面による

※鉄筋径及び間隔は、図面による

※：鉄筋径と間隔は図面による。

（３）Ｄ１３以上の鉄筋について機械式継手を用いる場合は、８．１図のｃ）による。

　　 継手部の詳細及び継手単体に必要な特性を図面に示す。

機械式継手

ｃ） 機械式継手（Ａ級以上）

※機械式継手をイモ継ぎに使用する場合は、構造計算書等により当該箇所に塑性ヒンジが発生しないことを

８．１図　増設予定端配筋要領図（断面）

　 有していることを、適切な実験や解析等で照査しなければならない。詳細は「鉄筋定着・継手指針[2020年版]

　 （土木学会）」による。

　 確認する必要がある。施工上やむを得ず機械式継手によるイモ継ぎとなる場合は、継手部が所要の耐震性を

ＡＷＳＣＪ（第５版）－０００－００５

　　 が定着する基礎底版コンクリートの設計規準強度を３０Ｎ/mm 以上とする。

（３）杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌ は、ＳＤ３４５及びＳＤ３９０では３５ｄ以上、

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１５mm以上

帯筋かぶり １５mm以上 

１５mm以上 補強鉄筋かぶり １．０ｄ以上 

Ｌc≧Ｄsp＋１００ 

Ｌs≧Ｌ ＋１０ｄ 

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ 0

Ｌs 

Ｌc 

Ｄp 

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ 0

Ｌc≧Ｄp＋１００ 
Ｄp／４ 

Ｄp／４ 

１５mm以上 

Ｌs≧Ｌ ＋１０ｄ 0

Ｄp 

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ 0

Ｌ≧２・Ｄp 

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ 0

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ 0

Ｌ≧２．５Ｄｐ+１００ 

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ 0

0

Ｄsp／４ 

Ｄsp／４ 

Ｄsc

Ｄsp

（２）増設端の鉄筋を保護するコンクリート強度は１８Ｎ/mm とする。

　　 機械式継手の仕様は「鉄筋定着・継手指針[2020年版]」(土木学会)によるものとし、

：Ｄ１６以上 

＋(Ｂかつ２５ｄ)以上 

Ｌ≧２５ｄ+５００mm（ｄは、鉄筋径(呼び名)） 

６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

Ｄ

Ｄ

基礎下面

基礎下面

Ｄ１３以上、間隔３００＠以下

Ｄp 

基礎下面

Ｄ１３－１５０＠

Ｄp 

基礎下面

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

基礎下面

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ 0

増設端

：保護コンクリート

主鉄筋又は配力鉄筋

：Ｄ１３以上 

2

0

2

番

号

西海中部浄水場

緩速ろ過池　構造細目共通図（土木構造物）（３）

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市
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９．１　　適用範囲

９．３　　鉄筋の継手長及び定着長

９．２　　鉄筋の仕様及び継手

９．２表　鉄筋の種類及び継手

鉄筋の種類及び継手は９．２表による。　

９．４　　あと施工アンカー（接着系）

既存躯体 増設補強壁

接合面
接着剤

  a Ｌe

アンカ－筋

Ｄ
a

（２）アンカーの打設は、増設壁が接合する四周の柱、梁に行うことを原則とする。

（３）アンカーの埋め込み・定着長さを９．４表に示す。

区 分

有効埋め込み長

有効定着長

開口補強部

開口補強部

一般部

位 置 長 さ用 途

-

-

備 考

先端形状45

カット

一般部

。

９．４表　あと施工アンカー埋め込み・定着長さ

（Ｌe）

（Ｌn）

（１）アンカー径は、Ｄ１３以上、Ｄ２２以下とする。

　　 (詳細は「鉄筋定着・継手指針[2020年版]」(土木学会)による。)

９．８　　フレア溶接

９．７　　開口閉塞

（２）閉塞部分が既存梁、柱と接する部位は全てあと施工アンカーで接合する。

無収縮モルタル圧入 フレア溶接

（鉄筋径による）

はつり範囲

９．７図　開口閉塞要領図

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５ ３００

３００

３００

２００

２００

壁の鉄筋径 はつり幅

はつり範囲例　　mm

（１）特記なき鉄筋のフレア溶接の継手形状を９．８図に示す。

回し溶接をしない

φ
鉄筋 溶接部

鉄筋

９．８図　フレア溶接継手形状

Ｌ ：コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

Ｌe：アンカ-の有効埋め込み長さ

Ｌn：有効定着長さ

Ｄa：既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

Ｓ ：補強筋との継手長

接合面

アンカ－筋

接着剤

９．４．１図　あと施工アンカー埋め込み・定着図

２０mm２０mm

１０ｄ

（２）継手長さは鉄筋径の１０倍とし、回し溶接は行わない。

（片面１０ｄ）

（３）閉塞部分の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

１２・d

Ｌn＝Ｓ  +５ｄ

 
 
a

Ｌ

ＬnＬ

後打ちコンクリート

ｗ

回し溶接をしない

９．６　増打ち補強壁ほか

（１）増打ち補強壁の配筋は９．６図を標準とする。

ＳＤ３４５以外の鉄筋との継手長・定着長については図面による。

１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・構造性能照査編

５）官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説

６）鉄筋定着・継手指針

７）2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート造
　　建築物の耐震改修設計指針・同解説

８）あと施工アンカー連続繊維補強設計・施工指針

全国上下水道コンサルタント協会

国土交通省**地方整備局

土木学会

土木学会

建築保全センター

土木学会

日本建築防災協会

国土交通省

（別紙による。)

（令和    年版）

（2017年版）

（2002年版）

（平成 8 年版)

（2020年版）

（2017年版）

（2006年版）

９．５　新設補強壁

（２）新設部と接する既存の壁面には目荒しを施す。

フレアー溶接 ・ Ｄ１３以上

※１）

９　　耐震補強

(あと施工アンカーの位置と間隔)

(ナット付き）

(ナットなし）

ａ：のど厚

ｗ：溶接ビードの幅

φ：鉄筋径（呼び径）フレア溶接継手の形状

種　別 径

鉄筋の種類 ※ ＳＤ３４５ ※ Ｄ１３以上

重ね継手 下記以外

・ Ｄ１６以上の増設端の床・壁鉄筋

・ 

ガス圧接

・ Ｄ１９以上の柱、梁主鉄筋

機械式継手 ・ 図面による

鉄筋の継手

２
０

０
m
m以

上

２
０
０
m
m
以
上

（１）新設補強壁の配筋は９．５図を標準とする。

ｄ

d

ｄ

1

1

a

　７・d

１２・d

１０・d

２０・d

既存躯体 増設補強壁

  a Ｌeｄ

Ｄ
a

 
 a

ｄ

Ｌ

フレア溶接

（片面１０ｄ）

フレア溶接

（片面１０ｄ）（鉄筋径による）

はつり範囲

ＡＷＳＣＪ（第５版）－０００－００５

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の土木構造物の耐震

　　 補強に適用する。

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、こ

　　 れらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

※１）既存の鉄筋種別がＳＲ２３５，２９５及びＳＤ２９５Ａの場合は、

　　　 ＳＤ材との継手にガス圧接を使用してはならない。

d

a

1

Ｌ ：アンカ-筋の全長

ｄ ：アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

a

a

a

a

a

Ｓ  + ５・ｄ a

曲げモーメント

せん断力

曲げモーメント

せん断力

ナットあり

ナットなし

はしあき ピッチ

不可(×)

可(○)

せん断補強筋コンクリート
かぶり

主筋

あと施工アンカー

（７．５d  以上かつ３００mm以下）

（４d  以上）

（５．５d  以上）

（２．５d  以上かつ主筋の内側）

９．４．２図　あと施工アンカー配置図

（ｄ）断面配置

（ｃ）千鳥状配置

（ｂ）ダブル配置

（ａ）シングル配置

はしあき

（７．５d  以上かつ３００mm以下）

ピッチ

へりあき

ゲージ

はしあき

（７．５d  以上かつ３００mm以下）

ピッチ

ゲージ

（２．５d  以上かつ主筋の内側）

へりあき

a

a

a

a

a

a

a

a（５d  以上）

（５d  以上）a

（５d  以上）a

アンカ－筋（ナット付き）

埋込長

アンカ－筋（ナット付き）

あと施工アンカー（接着系）

壁周辺目荒し

無収縮モルタル圧入

あと施工アンカー（接着系）

幅止め筋（Ｄ１３以上）

９．５図　新設補強壁要領図

２
０
０
m
m
以
上

（３）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付

きとする。

（４）新設壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（２）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付

きとする。

（４）増打ち壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（３）増打ち部と接する既存の壁面を目荒しするほか、新旧の壁面にジベル筋を設

　　　けるものとし、配置間隔は図面による。

（５）梁下端部や垂れ壁下端部の施工では、コンクリートのブリーディングや沈下

　　　を考慮して、打継目が一体となるように留意する。

ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

無収縮モルタル圧入

壁周辺目荒し

あと施工アンカー（接着系）

ジベル筋（接着系）

９．６図　増打ち補強壁要領図

＠

＠

２
０
０
m
m
以
上

埋込長

あと施工アンカー

（接着系）

アンカ－筋

（ナット付き）

アンカ－筋

（ナット付き） （Ｄ１３以上）

（１）既存壁と増設壁との接合は、開口周囲のコンクリートをはつり、鉄筋同士を

　　 フレア溶接で行う。

ａ

番

号

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

西海中部浄水場

緩速ろ過池　構造細目共通図（土木構造物）（４）

A1：-　   A3：- 16

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市

起　工



W1W2W1

W3W3

W3W3AW3AW3

S1

S1 S1

FS1 FS1

FS2FS2

FS2

W5

W4W4 K1K1

K2

K1

K1

K1

K1

K1
K1

主筋方向を示す

再編推進工事（土木２工区）

底版

符号 版厚 版幅 区分 主筋方向 配力筋方向

(cm) (cm) 芯被り(cm) 端部 中央 中支点部 計算書 芯被り(cm) 端部 中央 計算書

A-A B-B

上筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

FS1  40  100 

下筋  10 D16@200 ← ←  12 D16@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - -

D-D C-C

上筋  10 D13@200 ← ← E-E  12 D13@200 ←

FS2  40  100 

下筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - - - -

床版

符号 版厚 版幅 区分 主筋方向 配力筋方向

(cm) (cm) 芯被り(cm) 端部 中央 計算書 芯被り(cm) 端部 中央 計算書

C-C D-D

上筋  8 D13@200 ←  10 D13@200 ← E-E

S1  25  100 

下筋  8 D13@200 ←  10 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - -

A A

C

C

B

B

B

B

D
D

C

C D
D

300 7000 300 7000 300

14900300 300

15500
3
0
0

1
3
2
0
0

3
0
0

1
3
8
0
0

3
0
0

3
0
0

1
4
4
0
0

3
1
5
0

3
00

2
8
5
0

300 3200 300

3800

1
5
0
0

1
5
0

12
0
0

1500 200 1500

1
2
0
0

1
5
0

1
3
5
0

1000 150

1150

6
0
0

R6
00

150

R1
15
0

R750

600

6
00

400

8
0
0

50 300 100 300 100 300

500 6750 500 6750 500

50

15000

5
0

3
0
0

1
5
05
0
0

6
0
0

R6
00

150 1200 150 26502600 150
150

下部平面図

上部平面図

西海中部浄水場

西海中部・東部地区水道施設

長 崎 県 西 海 市
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番

号

緩速ろ過池 配筋リスト図（1）

緩速ろ過池 配筋リスト図(1)

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

令和 ８ 年度

A1：1/50　A3：1/100

起　工



W1 W1W2

FS1FS1

FS1

W3

FS1
FS2FS2

W5 W3AK1

S1

K1

K1

W3W3

W4W4 K2

FS2FS2

壁

符号 版厚 版幅 区分 鉛直方向 水平方向

(cm) (cm) 芯被り(cm) 下部 中央 上部 計算書 芯被り(cm) 端部 中央 計算書

A-A

外筋  10 D16@200 ← ←  12 D13@200 ←

W1  30  100 

内筋  10 D16@200 ← ←  12 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - - -

A-A

縦筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

W2  30  100 

縦筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - - -

B-B

外筋  10 D16@200 ← ← C-C  12 D13@200 ←

W3  30  100 

内筋  10 D16@200 ← ←  12 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - - -

C-C

ろ過側筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

W3A  30  100 

調整池側筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - - -

D-D

外筋  10 D13@200 ← ← E-E  12 D13@200 ←

W4  30  100 

内筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - - -

C-C

外筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

W5  30  100 

内筋  10 D13@200 ← ←  12 D13@200 ←

ｽﾀ-ﾗｯﾌﾟ - - - - -

注）外筋は土側、内筋は池側の鉄筋を示す。

壁

符号 版厚 版幅 区分 鉛直方向 水平方向

(cm) (cm) 芯被り(cm) 下部 中央 上部 計算書 芯被り(cm) 端部 中央 計算書

C-C

縦筋  7.5 D13@200 ← ←  7.5 D13@200 ←

K1  15  100 

D-D

縦筋  10 D13@200 ← ←  10 D13@200 ←

K2  20  100 

▽H.W.L.+141.20

▽+140.20

▽+139.40

▽+141.50

▽+141.10▽+141.10

▽+141.50

▽+141.10 ▽H.W.L.+141.20

▽+141.50

▽+140.45

▽+138.30

▽+138.74

▽+138.34

▽+141.10 ▽+141.10▽+141.10

▽+140.20

▽+139.40

▽H.W.L.+141.20

▽+140.20

▽+139.40

▽+141.50

▽+141.10▽+141.10
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0 1
5
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10301503
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D－D断面図

Ａ－Ａ平面図 Ｂ－Ｂ平面図

Ｃ－Ｃ平面図

西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

長 崎 県 西 海 市
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緩速ろ過池 配筋リスト図(2)

号

番

緩速ろ過池 配筋リスト図（2）

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

令和 ８ 年度

A1：1/50　A3：1/100

推進工事（土木２工区）

起　工



推進工事（土木２工区）

d

d

cc

aa

bb ▽+138.74

▽+138.74

排水桝上部スラブ(2ヶ所)点検口取合

床板展開図

b-b 断面図

（流入桝2ヶ所）

（排水桝2ヶ所）

d-d 断面図c-c 断面図

水平断面図

a-a 断面図

西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

長 崎 県 西 海 市
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番

号

緩速ろ過池 配筋図（1）

緩速ろ過池 配筋図(1)

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

令和 ８ 年度

A1：1/50　A3：1/100

200

200
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00
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起　工



推進工事（土木２工区）

A

A

B

B

C

C

▽+141.50

▽+138.74

▽+141.50

▽+138.74

▽+141.50

▽+138.74

▽+138.30

A-A 断面図

B-B 断面図

C-C 展開図

西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

20

長 崎 県 西 海 市

番

号

緩速ろ過池 配筋図（2）

A1：1/50　A3：1/100縮   尺

図面名称

工事名称

年   度 令和 ８ 年度

緩速ろ過池 配筋図(2)
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DD

EE

FF

G

G

H

H

▽+140.45

▽+138.30

▽+141.50

▽+141.50

▽+138.30

▽+141.50

▽+138.74

▽+141.50

▽+138.74

▽+141.50

▽+138.49

▽+141.50

▽+138.74

▽+141.50

▽+138.30

D-D 断面図

E-E 断面図

F-F 断面図 G-G 断面図

H-H 展開図

西海中部浄水場

西海中部・東部地区水道施設再編

長 崎 県 西 海 市
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緩速ろ過池 配筋図（3）

番

号

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺 A1：1/50　A3：1/100

緩速ろ過池 配筋図(3)
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底版展開図

西海中部浄水場

西海中部・東部地区水道施設再編

長 崎 県 西 海 市
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緩速ろ過池 配筋図（4）
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底版

F 1 D16 F 200 15300 200 116.34 8

2 D13 F 200 15300 200 116.22 9

3 D16 T 200 3750 250 4.20 126

4 D13 F 200 3750 450 4.40 122

5 D16 F 250 6800 250 7.30 61

6 D13 F 450 6800 450 7.70 60

7 D16 F 450 900 450 1.80 126

8 D13 F 250 900 250 1.40 122

9 D16 F 250 1710 460 2.42 4

10 D13 F 450 1710 520 2.68 2

11  〃 F 200 5960 520 6.68 2

12 D16 F 200 14200 200 115.24 54

13 D13 F 200 14200 200 115.12 54

14 D16 T 460 13900 200 115.20 20

15 D13 F 520 13900 200 115.14 20

16 D16 T 250 1800 200 2.25 4

17 D13 F 410 1800 200 2.41 4

18 D16 F 200 12600 410 113.85 12

19 D13 T 200 12600 410 113.73 12

20  〃 F 410 410 410 1.23 4

21  〃 F 390 860 390 1.64 4

22  〃 F 520 3250 520 4.29 21

23  〃 F 520 3250 520 4.29 21

24  〃 F 520 3600 520 4.64 19

25  〃 F 520 3600 520 4.64 19

fo 1 D13 b 229 228 100 0.89 158

2  〃 b 226 226 100 0.88 12

底版

F 1 D16 116.34 8 130.72

2 D13 116.22 9 145.98

3 D16 4.20 126 529.20

4 D13 4.40 122 536.80

5 D16 7.30 61 445.30

6 D13 7.70 60 462.00

7 D16 1.80 126 226.80

8 D13 1.40 122 170.80

9 D16 2.42 4 9.68

10 D13 2.68 2 5.36

11  〃 6.68 2 13.36

12 D16 115.24 54 822.96

13 D13 115.12 54 816.48

14 D16 115.20 20 304.00

15 D13 115.14 20 302.80

16 D16 2.25 4 9.00

17 D13 2.41 4 9.64

18 D16 113.85 12 166.20

19 D13 113.73 12 164.76

20  〃 1.23 4 4.92

21  〃 1.64 4 6.56

22  〃 4.29 21 90.09

23  〃 4.29 21 90.09

24  〃 4.64 19 88.16

25  〃 4.64 19 88.16

fo 1 D13 0.89 158 140.62

2  〃 0.88 12 10.56

計 3147.14 2643.86

壁

W 1 D16 H 2990 640 3.63 510

2 D13 F 260 3010 520 3.79 134

3 D16 H 3240 640 3.88 16

4 D13 H 3420 520 3.94 140

5  〃 F 520 13560 520 115.12 84

6  〃 F 520 14660 520 116.22 56

7  〃 A 1340 1.34 4

8  〃 F 520 3560 520 4.60 4

9  〃 T 520 3210 520 4.25 32

10  〃 F 520 3210 520 4.25 32

11  〃 F 520 3560 520 4.60 32

12  〃 F 520 3420 520 4.46 8

13  〃 F 520 1760 520 2.80 15

14  〃 H 2380 520 2.90 15

15  〃 H 2230 520 2.75 2

16  〃 F 520 3560 520 4.60 10

17  〃 H 830 520 1.35 2

18  〃 A 1300 1.30 1

wo 1 D13 d 100 129 100 0.33 162

2  〃 d 100 126 100 0.33 39

3  〃 d 100 129 100 0.33 30

壁

W 1 D16 3.63 510 1851.30

2 D13 3.79 134 507.86

3 D16 3.88 16 62.08

4 D13 3.94 140 551.60

5  〃 115.12 84 1270.08

6  〃 116.22 56 908.32

7  〃 1.34 4 5.36

8  〃 4.60 4 18.40

9  〃 4.25 32 136.00

10  〃 4.25 32 136.00

11  〃 4.60 32 147.20

12  〃 4.46 8 35.68

13  〃 2.80 15 42.00

14  〃 2.90 15 43.50

15  〃 2.75 2 5.50

16  〃 4.60 10 46.00

17  〃 1.35 2 2.70

18  〃 1.30 1 1.30

wo 1 D13 0.33 162 53.46

2  〃 0.33 39 12.87

3  〃 0.33 30 9.90

計 3933.73 1913.38

床版

S 1 D13 F 520 3250 520 4.29 16

2  〃 H 1220 520 1.74 18

3  〃 H 1270 520 1.79 18

4  〃 F 520 3600 520 4.64 22

5  〃 H 1020 520 1.54 16

6 D16 A 2690 2.69 8

7  〃 A 1880 1.88 8

8 D13 A 1040 1.04 8

9  〃 N 520 520 1.04 4

so 1 D13 b 226 116 100 0.66 10

床板

S 1 D13 4.29 16 68.64

2  〃 1.74 18 31.32

3  〃 1.79 18 32.22

4  〃 4.64 22 102.08

5  〃 1.54 16 24.64

6 D16 2.69 8 21.52

7  〃 1.88 8 15.04

8 D13 1.04 8 8.32

9  〃 1.04 4 4.16

so 1 D13 0.66 10 6.60

計 277.98 36.56

流入桝・排水桝

P 1 D13 H 1780 520 2.30 34

2  〃 H 780 520 1.30 32

3  〃 P 680520 2140 520 3.18 16

4  〃 H 1780 520 2.30 26

5  〃 U 520 1460 1260 520 3.76 16

流入桝・排水桝

P 1 D13 2.30 34 78.20

2  〃 1.30 32 41.60

3  〃 3.18 16 50.88

4  〃 2.30 26 59.80

5  〃 3.76 16 60.16

計 290.64

天端

T 1 D13 H 310 200 0.51 280

2  〃 F 200 13600 200 114.52 2

3  〃 F 200 14700 200 115.62 2

4  〃 H
750～
340 200 0.75 10

5  〃 H
1410～

470 200 1.14 6

6  〃 D 300 830 300 1.43 2

7  〃 H 270 200 0.47

8  〃 c 100 2

天端

T 1 D13 0.51 280 142.80

2  〃 114.52 2 29.04

3  〃 115.62 2 31.24

4  〃 0.75 10 7.50

5  〃 1.14 6 6.84

6  〃 1.43 2 2.86

7  〃 0.47 24

8  〃 2

計

（重ね継手長） （定着長)

号

番

西海中部浄水場
緩速ろ過池 鉄筋加工寸法表

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺 23

長 崎 県 西 海 市起　工

20 9.40

820 820 3.48 3.48 6.96

236.64
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セメント添加量50kg/m3
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年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市
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番

令和 ８ 年度
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推進工事（土木２工区）
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φ150
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φ100
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0

φ
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φ75

排水管　φ150

φ
75

φ
15
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

浄水池流入管③ DCIP-GX
φ150 L=1.64m

（土工④ L=1.64m）

浄水池流入管① DCIP-GX φ150 L=28.84m（土工③ L=27.44m）

浄
水
池
流
入
管
②
 D
C
I
P
-
G
X
 
φ
15
0
 
L
=
4
2
.
9
2
m
（
土
工
⑥
 
L
=
2
4.
9
2
m
(
1
.
8
9
m
+
20
.
0
3
m
)
）

φ150 L=1.81m
（土工② L=1.81m）

φ150　COP+140.00m
緩速ろ過池流入管 DCIP-GX

緩
速
ろ
過
池
流
入
管
②

D
C
IP
-
GX
 
φ
1
5
0
 L
=
0
.
7
0
m

φ
1
5
0 
L
=
1
.
9
1
m
（
土
工
②
 
L
=
1
.
9
1
m）

緩
速
ろ
過
池
流
入
管
③
 
DC
I
P
-
G
X

緩速ろ過池流入管④ DCIP-GX

浄
水
池
流
入
管
④
 
D
C
I
P
-
G
X
 
φ
2
0
0

L
=
0
.
17
m
（
土
工
⑥
 
L=
0
.
7
3
m
）

推進工事（土木２工区）
西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

場内配管平面図（１）

場内配管平面図 S=1/150

番

号

布設済工事

次年度以降布設工事

今回布設工事

仮設管工事

※既設管の位置は机上調査につき、監督員と協議を行い、
　試掘等により位置を明確にすること。

26

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市

A1：1/150　A3：1/300

緩速ろ過池流出管① 緩速ろ過池流出管②

緩速ろ過池流入管① DCIP-GX φ150 L=18.70m（土工② L=3.87m）

浄水池流入管 DCIP-GX
φ150～200　COP+138.675m

DCIP-GX DCIP-GX
φ150 L=1.43m φ150 L=1.43m

緩速ろ過池流出管 DCIP-GX
φ150　COP+138.675m

＜凡例＞

起　工
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A.1

A.3

141.10

140.40
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138.30
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水
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管
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φ100
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φ
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φ
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排水管　φ150

φ
75

φ
15
0

ｄ

ｅ

ａ

ｂ

ｆ ｇ

ｃ

推進工事（土木２工区）
西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

場内配管平面図（１）

場内配管平面図 S=1/150

番

号

布設済工事

次年度以降布設工事

今回布設工事

仮設管工事

緩速ろ過池排水管① HIVP φ150 L=29.25m（土工⑩L=27.65m）

緩
速
ろ

過
池
排

水
管
②
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φ
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L
=
6
.
4
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.
4
6
m
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φ
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=
0
.
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緩
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ろ

過
池
排
水
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⑧
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L
=
5
.
6
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（
土

工
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L
=1
.
6
9
m
）

緩
速
ろ
過
池
排
水
管
③
 
HI
V
P
 
φ
1
0
0

緩速ろ過池排水管⑤ HIVP φ100
L=5.55m

緩
速
ろ
過
池
排
水
管
⑥
 
H
I
V
P

φ
1
00
 
L
=
0
.
9
m

緩速ろ過池排水管⑦ HIVP

φ100 L=5.55m

※既設管の位置は机上調査につき、監督員と協議を行い、
　試掘等により位置を明確にすること。

A1：1/150　A3：1/300

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺 27

長 崎 県 西 海 市

＜凡例＞

起　工



西海中部・東部地区水道施再編

号

番

西海中部浄水場

場内配管断面図（1）

場内配管断面図（1） S=1/100

A1：1/100　A3：1/200

令和 ８ 年度年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市

28

150

1050 2358
180

5039 2163 440
170
470
420

5039 5000 240 3652 220450

3588 8262 15491 150

28841500

240 839
410

1489

5205039250
905

170
470

14202681
120

41050395000500050001900170

2306884998025823

42917

1639

500

170 560

180

450
20

1250

500 500

24
2
5

24
2
5

2
4
2
5

2
4
2
5

2
4
2
5

450
180

1170

1350

250 5039203284170

780

1430

ろ過池築造土工　L=18.50m

180

450
20

1250

500 500

2
4
2
5

780

1430

L=1.90m
ろ過池築造土工

L=1.64m

既設DCIP管撤去φ150
L=1639

土工④

L=0.73m

170

L=2.43m
ろ過池築造土工

L=2.43m
ろ過池築造土工

土工③ L=27.44m

土工⑥ L=15.26m L=4.77m
浄水池築造土工

土工⑥ L=4.89m

推進工事（土木２工区）

土工⑥

※緩速ろ過池築造時に設置 ※緩速ろ過池築造時に設置

緩速ろ過池排水管φ100
COP+138.470m

前処理ろ過器流入管φ200
COP+140.39m

緩速ろ過池排水管φ100
COP+138.470m

緩速ろ過池流入管φ150
COP+140.000m

浄水池排水管φ150
COP+136.600m

浄水池排水管φ150
COP+136.600m

（既設）緩速ろ過池排水管φ100
COP+138.470m

緩速ろ過池排水管φ100
COP+138.470m

H.W.L. 139.35

L.W.L. 137.35 L.W.L. 137.35

H.W.L. 139.35

：GX形　ライナ取付箇所

：GX形　G-Link取付箇所

：GX形　切管の凸部方向

＜凡例＞

　試掘等により位置を明確にすること。

※ろ過池築造土工、浄水池築造土工は各構造物築造時の
　土工に含むことを示す。

※既設管の位置は机上調査につき、監督員と協議を行い、

ボール型伸縮可とう管 受受（GX）

φ150 h=200mm タイロッド付

DCIP-GX 乙切管 φ150×2.358m S種

DCIP-GX 曲管 φ150×90°(HB)

DCIP-GX 直管 φ150×5.000m S種

DCIP-GX 甲切管 φ150×2.163m S種

DCIP-GX 挿し受片落管 φ200×φ150

DCIP-GX 二受T字管 φ200×φ200

DCIP-GX 受挿し片落管 φ200×φ150

DCIP-GX 直管 φ150×5.000m-2本 S種

DCIP-GX 継ぎ輪 φ150

DCIP-GX 乙切管 φ150×3.652m S種

GX形両受ソフトシール仕切弁 φ150

DCIP-GX 曲管 φ150×90°(HB)

DCIP-GX 乙切管 φ150×1.170m S種

DCIP-GX 二受T字管 φ150×φ150

▽COP+138.675

Ｂ

▽+141.10

緩速ろ過池 Ａ

▽+141.10

Ｃ

▽COP+138.675

DCIP-GX 直管 φ200×5.000m-2本 S種

DCIP-GX 曲管 φ200×45°(HB)

DCIP-GX 直管 φ200×5.000m-2本 S種

DCIP-GX 乙切管 φ200×2.681m S種

DCIP-GX 直管 φ200×5.000m S種

DCIP-GX 直管 φ200×5.000m S種

DCIP-GX 継ぎ輪 φ200

DCIP-GX 乙切管 φ200×0.905m S種

DCIP-GX 二受T字管 φ200×φ200

ボール型伸縮可とう管 受挿し（GX）

φ200 h=200mm タイロッド付

DCIP-GX 継ぎ輪 φ200

浄水池

▽+141.10

DCIP-GX 曲管 φ200×90°(HB)

Ａ

既設DCIP管切断φ150×2口

DCIP-GX 二受T字管 φ150×φ150

既設管φ150

▽COP+138.675

既設管φ150

DCIP-GX 継ぎ輪 φ150

DCIP-GX 甲切管 φ150×0.800m S種

▽+141.10

Ｂ

浄水池

▽+141.10

Ｃ

▽COP+138.675

DCIP-GX 二受T字管 φ200×φ200

▽+141.10 ▽+141.10

緩速ろ過池 緩速ろ過池

▽COP+138.675

緩速ろ過池

▽COP+138.675

緩速ろ過池

DCIP-GX 曲管 φ150×90°(HB)

DCIP-GX 甲切管 φ150×0.741m S種

DCIP-GX 両受短管 φ150 DCIP-GX 曲管 φ150×90°(HB)

DCIP-GX 甲切管 φ150×0.741m S種

DCIP-GX 両受短管 φ150

浄水池流入管 1

浄水池流入管 2

浄水池流入管 3

浄水池流入管 4

緩速ろ過池流出管 1 緩速ろ過池流出管 2

DCIP-GX 二受T字管 φ200×φ200

DCIP-GX 甲切管 φ200×3.304m S種

DCIP-GX 乙切管 φ200×1.900m S種

起　工



緩速ろ過池仮設流入管2 φ150

1
1
0
0

▽141.10

緩速ろ過池流入仮設管1 φ150

土工② L=1.91m

1910700

推進工事（土木２工区）

場内配管断面図（2） S=1/100

号

番

西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

場内配管断面図（2）

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺

令和 ８ 年度

長 崎 県 西 海 市

29A1：1/100　A3：1/200

10671

1050
410
150 4000 240 2462 450

180

7302

1
1
0
0

550

730

500

ろ過池築造土工　L=15.33m

4711 4500

18703

1
1
0
0

150
550

150220
770770

L=1.23m
ろ過池築造土工

530

既設DCIP管撤去φ150

1
1
0
0

240 240
770

150
410

1810

L=1.81m

L=1810

土工② L=3.87m

土工⑫

浄水池流入管φ200
COP+138.675m

前処理ろ過器流入管φ200
COP+140.39m

※ろ過池築造土工、浄水池築造土工は各構造物築造時の
　土工に含むことを示す。

：GX形　ライナ取付箇所

：GX形　G-Link取付箇所

：GX形　切管の凸部方向

＜凡例＞

※既設管の位置は机上調査につき、監督員と協議を行い、
　試掘等により位置を明確にすること。

緩速ろ過池
▽+141.10

▽COP+140.000

DCIP-GX 曲管 φ150×90°

DCIP-GX 継ぎ輪 φ150

DCIP-GX 乙切管 φ150×4.000m S種

ボール型伸縮可とう管 受受（GX）

φ150 h=200mm タイロッド付

GX形受挿しソフトシール仕切弁 φ150

DCIP-GX 甲切管 φ150×4.711m S種

DCIP-GX 乙切管 φ150×4.500m S種

DCIP-GX 二受T字管 φ150×φ150

▽+141.10

▽COP+140.000 緩速ろ過池

GX形受挿しソフトシール仕切弁 φ150

DCIP-GX 二受T字管 φ150×φ150

Ｄ Ｅ

▽+141.10
既設DCIP管切断φ150×2口

既設管φ150

DCIP-GX 継ぎ輪 φ150

▽COP+140.000 ▽COP+140.000

既設管φ150

DCIP-GX 継ぎ輪 φ150

DCIP-GX 乙切管 φ150×0.770m S種DCIP-GX 二受T字管 φ150×φ150

Ｄ

Ｅ

緩速ろ過池流入管 4

緩速ろ過池流入管 1

緩速ろ過池流入管 2 緩速ろ過池流入管 3

DCIP-GX 二受T字管 φ150×φ150

GX形両受メタルシート仕切弁 φ150

DCIP-GX 乙切管 φ150×0.770m S種

DCIP-GX 乙切管 φ150×0.770m S種

DCIP-GX 甲切管 φ150×2.423m S種

起　工



場内配管断面図（4） S=1/100

年   度

工事名称

図面名称

縮   尺 A1：1/100　A3：1/200
番

号

令和 ８ 年度

長 崎 県 西 海 市

西海中部・東部地区水道施設再編

西海中部浄水場

場内配管断面図（4）

30

2
6
3
0

2
6
3
0

2
6
3
0

2
6
3
0

L=1.20m

1869 1419 3012

29252

2190

6409

5639

22
0
0

400 400400

5550300 300

22
0
0

400500

900300

4219

4350

300

22501 451

1000

500 500

22
0
0

400500

900300

4
3
0

22
0
0

400 400400

5550300 300

4350

4
3
0

L=1.90m
ろ過池築造土工

土工⑩ L=27.65m

L=3.95m
ろ過池築造土工

L=2.46m

L=3.95m L=1.69m
ろ過池築造土工

土工⑩

土工⑧
L=1.00m
土工⑪

L=1000
既設DCIP管撤去φ150

L=6.15m
ろ過池築造土工 ろ過池築造土工

L=6.15m
ろ過池築造土工

L=1.20m
ろ過池築造土工

推進工事（土木２工区）

：GX形　ライナ取付箇所

：GX形　G-Link取付箇所

：GX形　切管の凸部方向

＜凡例＞

前処理ろ過器流入管φ200
COP+140.39m

浄水池流入管φ150
COP+138.675m

浄水池流入管φ200
COP+138.675m

浄水池流入管φ150
COP+138.675m

　試掘等により位置を明確にすること。
※既設管の位置は机上調査につき、監督員と協議を行い、

　土工に含むことを示す。
※ろ過池築造土工、浄水池築造土工は各構造物築造時の

緩速ろ過池排水管 1

HIVP φ150×22.501m

HIVP エルボ φ150(HB)

HIVP チーズ φ150×φ150

▽COP+138.470

ｃ

▽+141.10

緩速ろ過池
ａ ｂ

VCジョイント φ150

HIVP φ150×1.869m

HIVP チーズ φ150×φ100

HIVP φ150×1.419m

HIVP エルボ φ150(HB)

HIVP φ150×3.012m

HIVP チーズ φ150×φ100

HIVP φ150×0.45m

緩速ろ過池排水管 2

▽+141.10

ｄ ａ

▽COP+138.470

HIVP チーズ φ150×φ100

HIVP φ100×2.190m

HIVP エルボ φ100(HB)

HIVP φ100×4.219m

HIVP チーズ φ100×φ100

▽+141.10

HIVP チーズ φ100×φ100

HIVP φ100×5.639m

HIVP チーズ φ150×φ100

▽COP+138.470

ｂｆ

緩速ろ過池排水管 3 緩速ろ過池排水管 4

▽+141.10

既設DCIP管切断φ150×2口

既設管φ150

VCジョイント φ150

HIVP φ150×0.500m

HIVP チーズ φ150×φ150

HIVP φ150×0.500m

VCジョイント φ150

既設管φ150
▽COP+138.470

ｃ

緩速ろ過池排水管 5

VCジョイント φ100

HIVP φ100×0.400m

HIVP チーズ φ100×φ100

HIVP φ100×4.350m

VCジョイント φ100

HIVP φ100×0.400m

HIVP チーズ φ100×φ100

HIVP φ100×0.400m

HIVP エルボ φ100(CB)

HIVP φ100×0.430m
HIVP エルボ φ100(VB)

▽COP+138.900

緩速ろ過池
ｄ ｅ

▽+141.10

緩速ろ過池

緩速ろ過池排水管 6

▽+141.10

▽COP+138.900

緩速ろ過池

VCジョイント φ100

HIVP φ100×0.400m

HIVP エルボ φ100(HB)

HIVP φ100×0.500m

HIVP チーズ φ100×φ100

ｅ

緩速ろ過池排水管 7 緩速ろ過池排水管 8

▽+141.10

緩速ろ過池 緩速ろ過池

▽COP+138.900

HIVP エルボ φ100(CB)

HIVP φ100×0.430m
HIVP エルボ φ100(VB)
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場内配管・場外配管弁ボックス標準図 S=1/20
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送水ポンプ室流出管（中部中継配水池）　2箇所
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浄水池流入管　1箇所

仕切弁ボックス（2）

φ150仕切弁
緩速ろ過池流入管　3箇所（うち、1箇所は既設弁）
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長 崎 県 西 海 市
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場内配管・場外配管弁ボックス標準図

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）
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西海中部浄水場

配管土工標準断面図（1）

A1：1/20　A3：1/40

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）
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推進工事（土木２工区）
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S=1/150仮設配管平面図

※既設管の位置は机上調査につき、監督員と協議を行い、
　試掘等により位置を明確にすること。

西海中部・東部地区水道施設再編
推進工事（土木２工区）

西海中部浄水場

仮設配管平面図
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図面名称

縮   尺

長 崎 県 西 海 市
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仮設配管断面図

仮設配管断面図 S=1/100
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　試掘等により位置を明確にすること。
※既設管の位置は机上調査につき、監督員と協議を行い、
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